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巻 頭 言

鹿沼市長

佐藤　信

鹿
沼
市
は
、
栃
木
県
央
西
部
に
位
置
し
、

東
京
か
ら
約
１
０
０
㎞
圏
内
と
い
う
立
地
と

優
れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス
性
に
よ
り
、
暮
ら
し

や
す
い
街
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
一

方
、
市
域
の
約
７
割
を
占
め
る
山
林
と
そ
れ

ら
を
源
と
す
る
幾
筋
も
の
清
流
が
、
美
し
い

景
観
と
多
様
な
農
林
産
物
の
恵
み
を
も
た
ら

し
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
市
民
の

人
情
や
ぬ
く
も
り
は
本
市
の
大
き
な
魅
力
で

す
。
ま
た
、
本
市
の
代
表
的
農
産
物
で
あ
り
、

自
称
日
本
一
の
「
い
ち
ご
」
を
市
の
シ
ン
ボ

ル
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、平
成
28
年
11
月
に
「
い

ち
ご
市
」
を
宣
言
し
、
現
在
も
市
内
を
「
い

ち
ご
」で
埋
め
尽
く
す
べ
く「
い
ち
ご
化
計
画
」

が
進
行
中
で
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
は
制
度
創
設
以
来
、

だ
れ
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
の

中
核
と
し
て
、
地
域
医
療
の
確
保
や
地
域
住

民
の
健
康
の
保
持
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
や
就
業
構
造
の
変

化
、
高
額
薬
剤
等
に
よ
る
医
療
費
の
高
騰
な

ど
、
制
度
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ

を
増
す
中
、
持
続
可
能
な
制
度
の
構
築
を
図

る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
、

県
が
安
定
的
な
財
政
運
営
や

効
率
的
な
事
業
の
確
保
等
、
国

保
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ

う
、
大
き
な
制
度
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
の
取
組
や
国
民
健

康
保
険
固
有
の
構
造
問
題
へ
の
対
応
等
、
保

険
者
と
し
て
の
努
力
を
客
観
的
な
指
標
で
評

価
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
喚
起
す
る
「
保

険
者
努
力
支
援
制
度
」
が
平
成
28
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
、
国
の
令
和
２
年
度
予
算
案
で
は
、

５
０
０
億
円
拡
充
の
１
５
０
０
億
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
取

組
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
積
極
的
に

活
用
し
、
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
、
糖

尿
病
の
重
症
化
予
防
等
、
予
防
・
健
康
づ
く

り
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
保
険
税
の
収
納

率
向
上
や
医
療
費
の
適
正
化
な
ど
、
安
定
し

た
財
政
基
盤
に
基
づ
く
制
度
運
営
を
目
指
し
、

医
師
会
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
各

種
予
防
事
業
に
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
に
向
け
、
A
Ｉ
を
活
用
し
た
未
受
診
者
対

策
を
開
始
す
る
な
ど
、
新
た
な
手
法
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
導
入
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
高
齢
化
は
益
々
進
展
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
、

「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
」
が
本
格
実
施
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
健
康
増
進
部
門
、
介
護
部
門
と
の
連

携
を
強
化
し
、
多
様
な
課
題
を
抱
え
る
高
齢
者

一
人
ひ
と
り
を
継
続
的
に
支
援
で
き
る
体
制
の

整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

健
康
寿
命
延
伸
に
む
け
て

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
強
化

鹿沼市

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」1



議長の見形塩谷町長

2
月
27
日
（
木
）、
国
保
連
合
会
大

会
議
室
に
お
い
て
令
和
元
年
度
本
会
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
議
決
事
項
22
議

案
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

課
題
は
予
防
、
健
康
づ
く
り
事
業
の

積
極
的
な
推
進

総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
広
瀬
理
事

長
（
下
野
市
長
）
は
、
保
険
者
努
力
支

援
制
度
に
つ
い
て
触
れ
、「
昨
年
12
月
20

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
令
和
2
年
度
予

算
案
で
は
、
国
保
の
保
険
者
努
力
支
援

制
度
の
健
康
づ
く
り
に
特
化
し
た
交
付

金
と
し
て
５
０
０
億
円
増
額
し
、
全
体

で
１
５
０
０
億
円
と
強
化
策
が
盛
り
込

ま
れ
た
」
と
情
勢
を
報
告
。

ま
た
、「
国
保
制
度
を
取
り
巻
く
環

境
は
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増

加
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
国

に
お
い
て
は
『
人
生
１
０
０
年
時
代
』

を
見
据
え
『
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討

会
議
』
を
設
置
し
社
会
保
障
全
体
に
係

る
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、

「
こ
の
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
健

康
寿
命
の
延
伸
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

今
後
は
予
防
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
」
と
し
た
。

保
険
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
展

開
に
よ
り
小
規
模
保
険
者
を
中
心
に

支
援続

け
て
、「
昨
年
5
月
に
成
立
し
た『
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』

に
お
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
導
入
を
は
じ
め
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
勢
を
受
け

本
会
と
し
て
は
、
令
和
3
年
3
月
に

開会挨拶をする広瀬理事長

導
入
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に

関
す
る
対
応
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

保
健
事
業
の
充
実
強
化
と
し
て
、
国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム

の
活
用
を
は
じ
め
、
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
重
複
服
薬
者
等
訪
問

指
導
等
支
援
事
業
を
次
年
度
よ
り
本
事

業
に
移
行
し
、
小
規
模
保
険
者
を
中
心

に
支
援
を
図
り
、
保
険
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

本
総
会
で
は
議
長
に
塩
谷
町
の
見
形

和
久
氏
（
塩
谷
町
長
）
が
選
出
さ
れ
、

報
告
事
項
2
件
と
議
決
事
項
22
議
案
な

ど
厳
正
に
審
議
し
、
全
議
案
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

令和2年度事業計画・歳入歳出予算など全議案を可決承認

令
和
元
年
度

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 2



	
令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会

Ⅰ　報告事項
	 報告第１号	 理事長専決事項報告について

１　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に
関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

２　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
３　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入

歳出予算補正について
４　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に

関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
５　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費

負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
６　令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費

負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 報告第２号	 規則の制定及び一部改正について

１　栃木県国民健康保険団体連合会重複服薬者等訪問指導等支援事業規則の制定について
２　栃木県国民健康保険団体連合会職員服務規則の一部改正について
３　栃木県国民健康保険団体連合会特定健診受診率向上支援事業規則の一部改正について
４　栃木県国民健康保険団体連合会介護保険者事務共同処理規則の一部改正について
５　栃木県国民健康保険団体連合会障害福祉事務共同処理規則の一部改正について
６　栃木県国民健康保険団体連合会介護サービス苦情処理規則の一部改正について

Ⅱ　議決事項
	 議案第 １ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計画について
	 議案第 ２ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について
	 議案第 ３ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算について
	 議案第 ４ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出

予算について
	 議案第 ５ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別

会計歳入歳出予算について
	 議案第 ６ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算に

ついて
	 議案第 ７ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出

予算について
	 議案第 ８ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳

出予算について
	 議案第 ９ 号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出予算について
	 議案第10号		 栃木県国民健康保険団体連合会積立金の一部処分について
	 議案第11号		 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会運営資金の一時借入について
	 議案第12号		 理事長専決事項委任について
	 議案第13号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳

出予算補正について
	 議案第14号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険診療

報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第15号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関

する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第16号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘

定）歳入歳出予算補正について
	 議案第17号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（後期高

齢者医療診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第18号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負

担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第19号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳

入歳出予算補正について
	 議案第20号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費支

払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第21号		 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療

等に関する報酬等支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第22号		 栃木県国民健康保険団体連合会役員の欠員補充について

Ⅲ　そ　の　他
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令
和
2
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
事
業
計
画

1　

基
本
方
針

国
民
健
康
保
険
は
、
我
が
国
の
医
療
保
険
制

度
の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
住
民
の
医

療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
増
進
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
保
険
制
度
を
め
ぐ
る

情
勢
は
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
、
医
療
技
術

の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療
費
は
増
高
し
、
加
え

て
経
済
基
調
の
変
化
に
伴
い
、
医
療
費
の
伸
び

と
経
済
成
長
と
の
不
均
衡
が
拡
大
す
る
な
ど
医

療
保
険
財
政
、
と
り
わ
け
国
保
財
政
は
そ
の
構

造
的
要
因
に
よ
り
他
制
度
に
比
較
し
て
大
変
深

刻
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
国
に
お
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
を
将
来
に
わ
た
り
有
効
に
機
能

さ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
な
り
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
平
成
30
年
度
よ
り
新
た
な
国
保
制
度
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制

度
を
目
指
し
、
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
（
骨
太
方
針
2
0
1
9
）
に
お
い
て
、
医

療
費
水
準
の
平
準
化
や
保
険
料
算
定
方
法
の
統

一
化
、
赤
字
の
解
消
な
ど
、
受
益
と
負
担
の
見

え
る
化
に
向
け
た
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
を
一

体
的
に
実
施
す
る
仕
組
み
の
導
入
等
、
7
項
目

を
柱
と
し
た
「
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効

率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の

一
部
改
正
法
」
が
令
和
元
年
5
月
に
成
立
し
、

令
和
3
年
3
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、
本
会
に
お
い
て
も
国

か
ら
の
指
示
に
基
づ
く
デ
ー
タ
連
携
等
の
運
用

作
業
や
関
連
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
準
備
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
実
施
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
に
対

す
る
保
健
事
業
を
市
町
が
介
護
保
険
の
地
域
支

援
事
業
等
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
デ
ー
タ
分
析
手
法
の
研
修
や
支
援
の

実
施
の
ほ
か
、
市
町
に
お
け
る
実
施
状
況
の
分

析
・
評
価
を
行
う
こ
と
が
、
国
保
連
合
会
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
柔
軟
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
を
は
じ
め
と
す

る
重
要
な
情
報
を
取
り
扱
う
立
場
か
ら
、
引
き
続

き
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
強
化
に
努

め
、
将
来
に
わ
た
り
保
険
者
の
共
同
目
的
達
成
機

関
と
し
て
の
役
割
と
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
念
頭

に
、
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
並
び

に
介
護
給
付
費
、
障
害
介
護
給
付
費
等
の
審
査
支

払
業
務
の
充
実
・
強
化
を
は
じ
め
、
共
同
事
業
の

効
率
的
推
進
、
保
健
事
業
の
支
援
強
化
な
ど
国
民

健
康
保
険
事
業
の
安
定
運
営
の
確
保
に
向
け
て
組

織
体
制
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
保
険
者
並
び
に

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
よ
り
一
層
の

適
正
な
事
業
運
営
と
更
な
る
保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
令
和
2
年
度
の
事
業
計
画
は
、
保

険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
国
保
連
合
会
を
目
指

し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
重
点
目
標
及
び

そ
の
取
り
組
み
方
針
を
定
め
、
そ
の
企
画・運
営・

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
保
険
者
の
満
足
度
を

高
め
る
工
夫
、
価
値
あ
る
情
報
の
提
供
な
ど
に
留

意
し
な
が
ら
保
険
者
の
期
待
に
沿
っ
た
成
果
を
あ

げ
、
負
託
に
応
え
る
も
の
と
す
る
。

2 　

重
点
目
標

⑴　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

保
険
者
の
意
を
体
し
、
安
定
し
た
国
民
健
康

保
険
事
業
運
営
に
向
け
た
事
業
・
運
動
の
展
開 

⑵　

成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払

事
業
等
の
展
開

審
査
基
準
の
統
一
化
に
向
け
た
推
進
及
び
効

率
的
な
レ
セ
プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
・
審
査
精

度
の
向
上
及
び
審
査
支
払
業
務
・
事
務
代
行
業

務
の
効
率
的
推
進

⑶　

共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
等
の
拡
充

及
び
各
種
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進 

⑷　

実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強

化
と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務

の
適
正
執
行

総
合
的
保
健
事
業
支
援
の
充
実
、
医
療
デ
ー

タ
の
情
報
提
供
及
び
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

及
び
特
定
健
診
等
総
合
的
保
健
事
業
支
援
の
充

実
、
医
療
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正
執
行

⑸　

介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業

関
係
業
務
の
適
正
執
行

介
護
給
付
適
正
化
対
策
事
業
の
積
極
的
な
推

進
、
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務
及
び
障
害

者
総
合
支
援
給
付
費
審
査
支
払
業
務
の
適
正
執

行
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上 

⑹　

新
規
事
業
へ
の
対
応

保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
へ
の
弾
力

的
対
応 

⑺　

成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務

運
営
等
の
整
備

総
合
的
・
効
果
的
に
事
業
を
展
開
す
る
た
め

の
組
織
体
制
の
整
備
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、
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事
務
運
営
等
の
改
善

3　
　

重
点
目
標
の
取
り
組
み
方
針

⑴　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営
に
向
け
て

保
険
者
と
連
携
を
密
に
し
、
事
務
の
効
率
化
、
調

査
研
究
、
価
値
あ
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

ま
た
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
で
安
定
的
な
制
度
に
す
る
た
め
、
引
き
続

き
国
保
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
安
定
運
営
に
向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

⑵　

成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払

事
業
等
の
展
開

審
査
事
務
共
助
の
充
実
強
化
、
審
査
委
員
会

へ
の
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ
る
効
率
的
な
レ
セ

プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、
審
査
支

援
シ
ス
テ
ム
等
の
活
用
を
す
る
と
と
も
に
審
査

基
準
の
統
一
化
に
取
り
組
み
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
見
直
し
な
ど
の
効
率
化
を
進
め
な
が
ら
、
国

保
総
合
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
審
査
の
更
な
る

精
度
向
上
に
努
め
る
。

ま
た
、
普
通
交
付
金
収
納
事
務
、
出
産
育
児

一
時
金
等
支
払
業
務
及
び
風
し
ん
追
加
的
対
策

事
業
に
係
る
請
求
支
払
業
務
に
つ
い
て
、
適
正

な
事
務
処
理
に
努
め
る
。

更
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
代
行
業
務

に
つ
い
て
も
、
効
率
的
な
事
業
展
開
に
努
め
る
。 

⑶　

共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
等
の
更
な

る
事
業
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
国
保
総
合
シ
ス

テ
ム
の
機
能
改
善
に
よ
る
保
険
者
事
務
の
効
率

化
と
国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
及
び
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
運

用
を
図
る
と
と
も
に
、
本
会
が
保
有
す
る
デ
ー

タ
を
活
用
し
、
保
険
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
価
値

あ
る
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
い
、
保
険
者
支
援
の

充
実
に
努
め
る
。

ま
た
、
第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務
に

つ
い
て
は
、「
個
人
賠
償
責
任
保
険
等
に
加
入

し
て
い
る
す
べ
て
の
案
件（
高
齢
者
施
設
事
故・

傷
害
事
故
等
）」
を
引
き
続
き
試
行
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
求
償
金
の
滞
納
防
止
に
努
め
、

保
険
者
事
務
の
効
率
化
を
図
る
。

さ
ら
に
、
海
外
療
養
費
不
正
請
求
対
策
支
援

業
務
の
適
正
な
事
務
の
執
行
と
国
保
税
賦
課
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
充
実
に
努
め
、

事
業
の
推
進
を
図
る
。

⑷　

実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強

化
と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務

の
適
正
執
行

生
涯
元
気
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
の
人
材
育
成
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
医
療
デ
ー
タ
の

活
用
な
ど
に
基
づ
く
保
健
事
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
栃
木
県
保
険
者
協
議
会
を
通
じ
、
地

域
・
職
域
保
険
の
連
携
強
化
等
に
よ
り
保
健
事

業
の
実
効
性
を
高
め
る
な
ど
市
町
保
健
事
業
の

支
援
を
行
う
。

ま
た
、
医
療
保
険
情
報
を
活
用
し
た
デ
ー

タ
分
析
・
生
活
習
慣
病
（
予
備
群
）
減
少
の

た
め
の
デ
ー
タ
提
供
活
用
支
援
、
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
の

推
進
並
び
に
人
工
知
能
「
と
く
ナ
ビ
A
Ｉ
」

を
活
用
し
た
受
診
率
向
上
支
援
の
充
実
強
化

を
図
る
。
さ
ら
に
、
特
定
健
診
等
の
デ
ー
タ

管
理
業
務
の
適
正
執
行
を
行
い
、
保
険
者
事

務
の
効
率
化
に
努
め
る
。 

⑸　

介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業

関
係
業
務
の
適
正
執
行

介
護
給
付
適
正
化
対
策
事
業
の
積
極
的
推
進

に
よ
る
保
険
者
支
援
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務
、
障
害
者
総
合

支
援
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等
審
査
支
払

業
務
の
適
正
執
行
、
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
令
和
2
年
5
月
本
稼
働
予
定
の
介
護
保

険
・
障
害
者
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
の
完
全
一
拠
点

化
を
見
据
え
、
国
保
中
央
会
と
連
携
し
本
稼
働
に

向
け
た
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
シ
ス
テ
ム

の
運
用
に
つ
い
て
適
正
な
執
行
に
努
め
る
。

⑹　

新
規
事
業
へ
の
対
応

本
会
中
期
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
保
険
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
令
和
2
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
各
種
シ

ス
テ
ム
（
デ
ー
タ
集
配
信
シ
ス
テ
ム
・
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
等
）
の
機
器
更
改
対
応
に

万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
実
現
に
向
け
た
各
種
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど

を
進
め
る
。

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
の
推
進
を
図
る
た

め
、
重
複
服
薬
者
等
訪
問
指
導
等
支
援
事
業

を
展
開
し
、
更
な
る
保
険
者
支
援
の
充
実
を

実
現
す
る
。

⑺　

成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務

運
営
等
の
整
備

保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
成
果
を
生
み

出
す
事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
令
和
2

年
度
本
会
事
業
計
画
の
重
点
目
標
の
取
り
組
み

方
針
に
沿
っ
て
事
務
局
体
制
の
整
備
、
職
員
の

資
質
の
向
上
、
事
務
運
営
の
改
善
に
努
め
る
。

ま
た
、
組
織
の
運
営
と
業
務
の
信
頼
性
・
有
効

性
確
保
の
た
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に

努
め
る
。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」5



№ 区分 令和元年度
（千円）

令和２年度

予算
（千円）

対前年度比較増減額
（千円）

前年度対比
（%）

１ 一般会計 （	 559,394	）
	 559,394	

（	 564,321	）
	 564,321	

（	 4,927	）
	 4,927	

（	 100.88	）
	 100.88	

２

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

業務勘定 （	 1,261,190	）
	 1,324,206	

（	 1,367,515	）
	 1,451,078	

（	 106,325	）
	 126,872	

（	 108.43	）
	 109.58	

診

療

報

酬

支

払

勘

定

国民健康保険診療報酬支払勘定 	141,743,485	 	142,396,005	 	 652,520	 	 100.46	

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 	 3,662,550	 	 3,632,738	 	 △ 29,812	 	 99.18	

出産育児一時金等に関する支払勘定 	 1,026,487	 	 891,667	 	 △ 134,820	 	 86.86	

抗体検査等費用に関する支払勘定 	 0	 	 452,220	 	 452,220	 	 皆増	

小　　　　計 	146,432,522	 	147,372,630	 	 940,108	 	 100.64	

３

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務
特
別
会
計

業務勘定 （	 863,653	）
	 863,653	

（	 758,357	）
	 758,357	

（	 △ 105,296	）
	 △ 105,296	

（	 87.80	）
	 87.80	

診
療
報
酬
支
払
勘
定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定 	203,695,258	 	211,847,759	 	 8,152,501	 	 104.00	

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 	 1,105,861	 	 1,189,633	 	 83,772	 	 107.57	

小　　　　計 	204,801,119	 	213,037,392	 	 8,236,273	 	 104.02	

4 第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計 （	 17,345	）
	 466,806	

（	 19,901	）
	 438,062	

（	 2,556	）
	 △ 28,744	

（	 114.73	）
	 93.84	

5

介
護
保
険
事
業
関
係

業

務

特

別

会

計

業務勘定 （	 279,456	）
	 596,118	

（	 220,440	）
	 593,724	

（	 △ 59,016	）
	 △ 2,394	

（	 78.88	）
	 99.59	

支

払

勘

定

介護給付費支払勘定 	138,470,139	 	141,284,952	 	 2,814,813	 	 102.03	

公費負担医療等に関する報酬等支払勘定 	 1,237,479	 	 1,238,098	 	 619	 	 100.05	

小　　　　計 	139,707,618	 	142,523,050	 	 2,815,432	 	 102.01	

6

障
害
者
総
合
支
援
法

関
係
業
務
特
別
会
計

業務勘定 （	 63,429	）
	 65,536	

（	 69,887	）
	 73,772	

（	 6,458	）
	 8,236	

（	 110.18	）
	 112.56	

支

払

勘

定

障害介護給付費支払勘定 	 37,465,893	 	 38,610,420	 	 1,144,527	 	 103.05	

障害児給付費支払勘定 	 7,553,064	 	 8,609,813	 	 1,056,749	 	 113.99	

小　　　　計 	 45,018,957	 	 47,220,233	 	 2,201,276	 	 104.88	

7 特定健診保健指導費用決済業務特別会計 （	 95,815	）
	 1,403,691	

（	 63,089	）
	 1,412,138	

（	 △ 32,726	）
	 8,447	

（	 65.84	）
	 100.60	

8 職員厚生資金貸付金特別会計 	 8,364	 	 8,490	 	 126	 	 101.50	

合　　　　　　　　計 （	 3,140,282	）
541,247,984	

（	 3,063,510	）
555,453,247	

（	 △ 76,772	）
	 14,205,263	

（	 97.55	）
	 102.62	

［備考］　上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、指定公費関係諸費［指定公費請求支払事業（県内一般分・療養費分）、特別会計（国民
健康保険診療報酬支払勘定）繰出金］、保険者間調整受入金及び支出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特別会計
の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電子証明
書発行手数料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）である。

令和 2 年度栃木県国民健康保険団体連合会予算総括

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 6



芳
賀
町
は
、
栃
木
県
の
南
東
部
で
、
県
都

宇
都
宮
市
の
東
に
位
置
す
る
、
緑
豊
か
な
自

然
と
古
い
歴
史
に
支
え
ら
れ
て
き
た
町
で
す
。

町
の
ほ
ぼ
中
央
を
五
行
川
と
野
元
川
が
流
れ

て
お
り
、
県
内
屈
指
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知

ら
れ
る
水
田
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ち
ご
や
梨
な
ど
の
果
樹
栽
培
や
野

菜
類
な
ど
の
都
市
近
郊
型
農
業
が
盛
ん
で
、

な
か
で
も
県
内
有
数
の
産
地
を
誇
る
、幸
水
・

豊
水
は
芳
賀
梨
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
近
年

は
に
っ
こ
り
の
栽
培
奨
励
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
町
の
西
部
の
台
地
に
は
大

規
模
な
芳
賀
工
業
団
地
や
芳
賀
・
高
根
沢
工

業
団
地
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
優
良
企
業
が

進
出
し
、
農
・
工
・
商
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
芳
賀
町
で
は
、
宇
都
宮
市
と
共
同
で

Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
）
の
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
か

ら
芳
賀
工
業
団
地
ま
で
を
結
ぶ
路
線
で
早
期

の
開
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
存

工
業
団
地
に
隣
接
し
た
芳
賀
第
２
工
業
団
地

の
造
成
を
進
め
て
お
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
基
軸
と

し
た
新
し
い
人
の
流
れ
を
促
進
し
、
産
業
等

の
活
性
化
や
定
住
人
口
の
増
加
な
ど
に
つ
な

げ
ま
す
。「
躍
動
す
る
芳
賀
の
町　

未
来
へ

つ
な
げ
よ
う
」
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
芳
賀
町
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長

を
務
め
ら
れ
る
小
林
一
男
氏
は
、
平
成
19
年

に
芳
賀
町
の
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
現

在
４
期
目
在
職
中
で
す
。
そ
の
間
議
会
運
営

委
員
会
は
じ
め
各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
、

監
査
委
員
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
５
月
か
ら
公
益
代
表
と
し

て
協
議
会
の
委
員
に
な
ら
れ
、
当
初
か
ら
本

協
議
会
の
会
長
と
し
て
芳
賀
町
の
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

小
林
会
長
は
、
町
内
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
で
つ
く
る
任
意
団
体「
い
い
や
ん
べ
な
会
」

代
表
も
務
め
ら
れ
、
子
ど
も
達
と
の
熱
気
球

の
搭
乗
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
活
動
に
も
熱
心
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
国
保
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や
医
療
費
の
増
加

に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
パ
ワ
フ

ル
な
小
林
会
長
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活

か
し
、
今
後
も
本
町
の
安
定
し
た
国
保
運
営

の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
ご

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
の
一
言

国保財政の安定は、特定健康診査受診から
国民健康保険の厳しい財政状況の大きな要因は、生活習慣病が悪化す

ることにあります。レセプト点検から糖尿病等の予備軍を早期に見つけ
指導することにより、透析に至らしめないことが何より重要です。

今後とも特定健康診査の受診率向上並びに特定保健指導の実施率向上
に努め、重症化の防止を進めてまいりたいと思います。

小
こ

林
ばやし

一
かず

男
お

芳賀町

国保運協会長プロフィール

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」7



栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
見
直
し
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
見
直
し
に
つ
い
て

国
保
医
療
課
だ
よ
り

国
保
医
療
課
だ
よ
り

平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
度
か
ら
の
新
た

な
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
、
県
と
市

町
が
共
同
運
営
す
る
際
の
統
一
的
な
指
針
と

な
る
「
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
運
営
方
針
の
対
象
期
間

は
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
４
月
か
ら
令
和
３

（
2
0
2
1
）
年
３
月
ま
で
の
３
年
間
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は

運
営
方
針
を
見
直
す
年
と
な
り
ま
す
。

本
県
で
は
、「
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営

の
健
全
化
」、「
県
内
保
険
料
（
税
）
水
準
の
統

一
」、
そ
し
て
「
健
康
の
保
持
・
増
進
に
向
け

た
取
組
の
強
化
」
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が

あ
り
ま
す
。

今
回
は
、代
表
的
な
３
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、

そ
の
取
組
状
況
と
解
決
に
向
け
た
対
応
に
つ
い

て
御
説
明
し
ま
す
。

１　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
健
全
化

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
に
つ
い
て
、
本

県
は
平
成
25
（
2
0
1
3
）
年
度
か
ら
５
年
連

続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い
う
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
収
納
率
の
向
上
は
国
民
健
康
保
険

財
政
の
安
定
化
・
健
全
化
に
向
け
た
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
（
2
0
1
8
）

年
度
、
運
営
方
針
に
定
め
て
い
る
目
標
収
納
率

を
達
成
し
た
市
町
は
25
市
町
中
７
市
町
で
あ

り
、
よ
り
多
く
の
市
町
で
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
、
目
標
未
達
成
の
市
町
へ
徴
収
指
導
員
を

派
遣
す
る
な
ど
、
収
納
率
の
向
上
の
た
め
の
事

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

２　

県
内
保
険
料
（
税
）
水
準
の
統
一

保
険
料（
税
）水
準
の
統
一
に
当
た
っ
て
は
、

「
一
人
当
た
り
医
療
費
」
及
び
「
保
険
料
（
税
）

収
納
率
」
の
市
町
の
格
差
を
解
消
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
（
2
0
1
7
）
年
度

時
点
で
は
、「
一
人
当
た
り
医
療
費
」
は
最
も

高
い
市
町
で
36
万
6
2
4
2
円
、
最
も
低
い

市
町
で
29
万
9
5
6
9
円
、「
保
険
料
（
税
）

収
納
率
」
は
最
も
高
い
市
町
で
95
・
86
％
、

最
も
低
い
市
町
で
87
・
28
％
で
あ
り
、
未
だ

格
差
が
解
消
し
た
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
に
つ

い
て
も
市
町
に
よ
り
異
な
っ
て
い
ま
す
。
保

険
料
（
税
）
水
準
の
統
一
に
関
し
て
は
慎
重

な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
市
町
が
多
く
、
こ

れ
ら
の
格
差
や
賦
課
方
式
の
違
い
の
解
消
に

向
け
た
取
組
や
統
一
化
に
伴
う
課
題
の
洗
い

出
し
等
に
つ
い
て
、
今
後
議
論
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

３　

健
康
の
保
持
・
増
進
に
向
け
た
取
組
の
強
化

健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、

特
定
健
診
等
に
よ
る
病
気
の
早
期
発
見
と
医

療
機
関
へ
の
早
期
受
診
・
治
療
が
重
要
で
す
。

本
県
の
特
定
健
康
診
査
受
診
率
は
、
平
成
29

（
2
0
1
7
）
年
度
は
35
・
4
％
と
全
国
平
均

よ
り
も
約
２
％
低
い
状
況
で
す
。
特
定
健
康

診
査
受
診
率
向
上
に
向
け
、
か
か
り
つ
け
医

の
受
診
結
果
を
健
診
デ
ー
タ
に
取
り
込
む
た

め
の
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的

な
保
健
指
導
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
市
町
の
保

健
事
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
を
一
体
的
に
取
り
組
む
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
健
康
増
進
部
門
、
介
護
部
門
、
国
保

部
門
の
庁
内
各
部
局
間
の
連
携
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
県
で
は
、
先
進
的
な
取
組
の
紹
介

や
県
内
健
康
課
題
の
俯
瞰
的
把
握
・
事
業
評

価
な
ど
、
広
域
性
を
活
か
し
た
市
町
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

運
営
方
針
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
市
町

の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
御
意
見
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。今
後
と
も
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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心
の
健
康
　
―
瞑
想
の
す
す
め
―

心
の
健
康
　
―
瞑
想
の
す
す
め
―

　

 

の
趣
味
と
健
康
法

私

大田原市市民生活部
国保年金課　課長

藤田 いづみ

こ
こ
数
年
、
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、

身
体
的
に
異
常
が
起
き
る
年
齢
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
腰
痛
の
た
め
半
年
間
、
腰
が
曲
が
っ
た

ま
ま
で
伸
ば
せ
な
か
っ
た
り
、
玄
関
先
で
転
倒

し
顎
を
打
っ
て
記
憶
喪
失
に
な
っ
た
り
、
健
康

の
た
め
に
ジ
ム
に
通
っ
て
み
た
ら
逆
に
関
節
炎

に
な
っ
た
り
と
、
些
細
な
こ
と
で
も
数
え
れ
ば

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
己
を
顧
み
な
い

生
活
の
皺
寄
せ
が
肉
体
に
出
て
き
た
と
い
う
現

実
で
す
が
、
体
力
が
落
ち
て
も
気
持
ち
は
若
く

心
は
健
康
で
あ
り
た
い
と
、
以
前
公
民
館
に
勤

務
し
て
い
た
時
に
開
催
し
た
講
座
の
中
の
、「
瞑

想
」
を
続
け
て
い
ま
す
。

普
段
私
た
ち
は
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
感
情
や
思

考
を
フ
ル
に
回
転
さ
せ
、
葛
藤
の
中
に
身
を
置

き
、
い
つ
し
か
本
来
の
自
分
か
ら
離
れ
て
行
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
月
に
一
度
、
静
寂
の
中
で

自
分
の
心
を
落
ち
着
か
せ
静
か
に
し
、
自
分
を

見
つ
め
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

瞑
想
の
先
生
に
お
越
し
頂
い
て
、
１
回
２

時
間
程
度
の
講
座
で
し
た
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
、
水
の
音
を
聞
き
な
が
ら
の
充
実
し
た

時
間
で
し
た
。

最
近
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
か
で
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
教
室
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
瞑
想

と
言
っ
て
も
多
種
多
様
で
す
。
そ
の
後
も
自
主

講
座
で
継
続
し
、
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
瞑
想
は
、
歩
く
瞑
想
か
ら
、
自
己
肯
定
の
瞑

想
、
大
地
と
つ
な
が
る
瞑
想
、
呼
吸
法
な
ど
な

ど
。
夏
に
は
公
園
の
芝
生
の
上
で
、
風
と
木
と

大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
な
が
ら
瞑
想
を
行

い
ま
し
た
。
時
と
し
て
色
々
な
雑
念
も
出
ま
す

が
、
流
れ
る
ま
ま
に
、
風
を
感
じ
陽
の
光
を
感

じ
、
地
球
の
息
吹
と
共
に
、
今
を
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
自
分
の
抱
え
る
心
の

葛
藤
の
何
と
小
さ
い
こ
と
か
と
思
え
て
き
ま
す
。

病
は
気
か
ら
と
言
い
ま
す
が
、
気
が
正
常
な

ら
ば
病
は
起
き
ま
せ
ん
。
気
は
心
。
体
の
健
康

は
ま
ず
心
の
健
康
か
ら
。
心
が
健
康
で
あ
る
た

め
に
は
、
自
分
の
心
を
放
置
せ
ず
、
自
分
は
今
、

何
を
感
じ
何
が
し
た
い
の
か
、
自
分
が
自
分
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
た
心
に
向
き
合
い
感
情
思
考
を
小
さ
く
し
て
、

本
当
の
自
分
と
出
会
う
。
脳
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
て
心
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
た
め
、
１
日

１
回
の
瞑
想
を
お
勧
め
し
ま
す
。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」9



“
足
利
”

突 撃 ル ポ

みてある き

足利市

第127回 足利市

足
利
市
は
人
口
約
15
万
人
、
面
積
が
約

1
7
8
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
東
京
か
ら

北
へ
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
お
り
、

栃
木
県
の
佐
野
市
、
群
馬
県
の
桐
生
市
、
太

田
市
、
館
林
市
、
邑
楽
郡
に
接
し
て
い
ま
す
。

市
の
中
心
部
を
渡
良
瀬
川
が
東
西
に
横
切
り
、

北
は
足
尾
山
地
の
緑
に
囲
ま
れ
、
南
は
肥
沃

な
農
地
、さ
ら
に
関
東
平
野
が
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
織
物
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
近
年
は
ア
ル
ミ
や
機
械
金
属
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
工
業
な
ど
を
中
心
に
、
総
合
的
な
商

工
業
都
市
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
整
備
し

た
「
あ
が
た
駅
南
産
業
団
地
」
は
、
全
10
区
画

す
べ
て
が
完
売
し
、
様
々
な
素
晴
ら
し
い
企
業

の
進
出
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

足
利
市
は
令
和
3
年
（
2
0
2
1
）
年
1
月

に
『
市
制
1
0
0
周
年
』
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

A
1
0
0
」と
名
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で「
輝

く
都
市　

足
利
」
を
創
造
し
、
新
た
な
1
0
0

年
に
向
か
っ
て
飛
躍
し
ま
す
。

ま
た
、「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
ー
」

構
想
を
掲
げ
、『
健
幸
』
を
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
に
入
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
ん
で
も
足

利
に
住
む
人
々
、
訪
れ
る
人
々
が
、
生
涯
に

わ
た
り
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今

回
は
『
健
幸
』
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
構
想
を
掲
げ
る
足
利
市

を
訪
ね
、
収
納
率
向
上
や
保
健
事
業
の
取
り
組

み
、
国
保
制
度
に
関
す
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て

う
か
が
っ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
ー

保
険
者
間
調
整
を
活
用
し
返
納
金

解
消

生
活
環
境
部
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担

当
の
奈
良
保
健
師
長
、
中
村
主
幹
、
鈴
木
主
任
、

柏
瀬
主
事
、
荒
井
主
事
、
金
田
主
事
に
課
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。
国
民
健

康
保
険
担
当
は
職
員
15
名
、
レ
セ
プ
ト
点
検
員

3
名
の
計
18
名
で
日
々
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
、
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ

保険年金課　金田主事

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 10



あしかがフラワーパークの大藤

足利学校学校門

渡良瀬橋と夕日

織姫公園つつじ（市の花）

い
て
う
か
が
う
と
金
田
主
事
は
、「
資
格
喪

失
後
受
診
に
よ
る
返
納
金
の
解
消
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
納
付
書
を
送
付
し

返
納
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
る
た
め
、

積
極
的
に
保
険
者
間
調
整
を
活
用
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

外
国
人
の
資
格
管
理
の
適
正
な
運

用
を
目
指
す

鈴
木
主
任
は
、「
外
国
人
の
数
が
増
え
て
い

る
た
め
、
資
格
管
理
の
適
正
な
運
用
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
医
療
目
的
で
の
在
住
な
ど
、

国
保
の
適
用
除
外
と
な
る
方
を
誤
っ
て
加
入
さ

せ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
指

定
書
を
徹
底
し
て
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今

後
は
、
状
況
に
応
じ
て
特
定
技
能
外
国
人
の
加

入
促
進
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

ま
た
柏
瀬
主
事
は
、「
国
保
制
度
は
資
格
、

給
付
、
保
健
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
多
岐
に

渡
っ
て
お
り
、
毎
年
変
化
し
て
い
ま
す
。
年
々

複
雑
化
し
て
い
く
制
度
を
被
保
険
者
へ
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
も
、
職
員
は
よ
り
制

度
を
理
解
し
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
複
雑
化
す
る
制
度
へ
対

応
す
る
難
し
さ
を
示
し
つ
つ
も
、「
新
規
採
用

の
職
員
が
配
属
と
な
る
こ
と
が
多
い
部
署
で
す
。

後
輩
の
親
身
な
対
応
を
す
る
姿
か
ら
、
改
め
て

気
付
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
良
い
刺
激
と
な
っ

て
い
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

受
診
率
向
上
の
た
め
幅
広
い
広
報

を
実
施

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
う
か
が
う
と
荒
井
主
事
は
、「
過
去

5
年
間
未
受
診
の
方
を
対
象
に
勧
奨
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
目
立
つ
よ
う
に
黄

保険年金課　中村主幹（左）、鈴木主任（右）

保険年金課　奈良保健師長保険年金課　荒井主事
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色
の
通
知
を
作
成
し
ま
し
た
。
や
は
り
足
利
市

も
40
～
50
代
の
受
診
率
が
低
い
の
で
今
後
は
こ

の
世
代
へ
の
勧
奨
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
奈
良
保
健
師
長
は
、「
勧
奨
通
知
だ

け
で
は
な
か
な
か
受
診
に
繋
が
ら
な
い
の
で
、

市
内
イ
ベ
ン
ト
で
の
チ
ラ
シ
配
布
を
は
じ
め

と
し
て
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
広
報
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
国
保
連
合
会
の
『
保
健
事
業
支

援
・
評
価
委
員
会
』
を
活
用
す
る
こ
と
で
受

診
率
向
上
に
関
す
る
助
言
を
受
け
な
が
ら
独

自
の
取
り
組
み
を
新
た
に
実
施
し
て
い
ま
す
」

と
効
果
的
な
広
報
を
幅
広
く
実
施
す
る
必
要

性
を
強
調
し
ま
す
。

第
三
者
行
為
該
当
レ
セ
プ
ト
の
発

見
に
努
め
る

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
指
標
に
も

な
っ
て
い
る
第
三
者
求
償
に
係
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
う
か
が
う
と
柏
瀬
主
事
は
、「
窓
口
で

給
付
関
係
の
受
付
が
あ
っ
た
際
に
、
交
通
事
故

に
よ
る
も
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
届
出
の
勧

奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
な
ど
か
ら

も
情
報
収
集
を
行
い
第
三
者
行
為
該
当
レ
セ
プ

ト
の
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
傷
病
名
で
の
抽

出
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
、
足
利
市
で
は
現
在

取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
求
償
範
囲
の
拡
大
な

ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
該
当
す
る
も
の
は
漏

れ
る
こ
と
な
く
求
償
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
前
向
き
に
話
し
ま
す
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
よ
い
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て
う
か
が

う
と
中
村
主
幹
は
、「
取
り
組
ん
だ
結
果
が
、

す
ぐ
に
目
に
見
え
る
形
（
交
付
金
）
と
し
て

跳
ね
返
っ
て
く
る
た
め
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
繋
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
毎
年

変
わ
る
評
価
指
標
や
基
準
に
対
応
し
な
が
ら

事
業
を
推
進
す
る
に
は
、
時
間
的
な
問
題
と

部
局
を
越
え
た
事
業
で
あ
る
こ
と
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
一
方
、「
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
制
度
で
す
の
で
、
国
、
県
、
市

町
が
意
見
を
出
し
合
っ
て
前
向
き
に
制
度
が

改
善
し
て
い
け
ば
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
最

終
的
に
は
、
住
民
が
健
康
で
医
療
を
な
る
べ

く
必
要
と
せ
ず
生
き
生
き
と
生
活
が
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
制
度
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
触
れ
つ
つ
、
住
民
の
た

め
に
も
さ
ら
に
よ
り
よ
い
制
度
と
な
る
こ
と

に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

初
期
段
階
に
お
け
る
滞
納
整
理

国
保
税
の
収
納
率
向
上
へ
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
総
務
部
収
税
課
整
理
担
当

の
齋
藤
主
幹
、
齋
藤
主
査
に
う
か
が
い
ま
し

た
。
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
齋
藤
主
査
は
、

「
滞
納
初
期
段
階
（
前
年
分
、
現
年
分
）
に

お
け
る
計
画
的
な
滞
納
整
理
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
れ
に
特
化
し
た
チ
ー
ム
を
作
成
し
滞

納
処
分
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
督
促
の

翌
月
に
必
ず
催
告
を
出
す
こ
と
で
早
期
の
滞

納
整
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
催
告
の
回
数

を
増
や
す
こ
と
で
、
現
年
分
の
滞
納
整
理
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
所
得
が

大
き
い
方
な
ど
の
重
点
管
理
案
件
に
対
し
て

は
、
深
度
あ
る
財
産
調
査
と
厳
正
な
滞
納
整

理
を
実
施
し
て
い
ま
す
」と
力
強
く
話
し
ま
す
。

外
国
人
の
勤
め
先
や
財
産
の
調
査

に
苦
慮

課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
齋
藤

主
査
は
、「
足
利
市
は
、
地
理
的
に
も
近
県
へ

働
き
に
出
る
外
国
人
の
数
が
多
く
、
勤
め
先
や

財
産
の
調
査
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
保
制
度
へ
の
理
解
不
足
に
よ
る
滞
納
へ

の
対
応
に
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
」
と
難
し
さ
を

話
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
制
度
の
理
解
不
足
に
よ
る
滞
納

は
外
国
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
税
が
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
え
な
い
場
合
が
多
く
、
国
保
加
入
者

に
所
得
が
あ
っ
て
も
、
世
帯
主
に
資
力
が
な
い

場
合
の
対
応
が
難
し
く
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
国
保
税
特
有
の
滞
納
整
理
の
課
題
を
挙

げ
ま
す
。

地
道
な
取
り
組
み
が
収
納
率
向
上

に
繫
が
る

収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

う
か
が
う
と
齋
藤
主
幹
は
、「
特
別
な
こ
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
法
令
に
基
づ
き
厳
正
な
処
分

を
行
い
、
各
担
当
者
が
滞
納
に
対
し
て
、
毅
然

と
し
た
態
度
で
公
平
・
公
正
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
収
納
率
向
上
に
少
し
ず

つ
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

最
後
に
、
飯
塚
収
税
課
長
は
、「
職
員
一
人

一
人
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
な
が
ら

日
々
の
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。
異

動
な
ど
で
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
職
員
が
い
な
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
変
わ
ら
ず
業
務
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
組
織
と
し
て
必
要
な

こ
と
で
あ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
地
道
に
続
け
て

い
く
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
、
収
納
率
向
上

に
繫
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
総

括
し
ま
し
た
。

勧奨通知

保険年金課　柏瀬主事
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塩
分
摂
取
量
の
削
減
を
目
指
し
て

足
利
市
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
健
康

福
祉
部
健
康
増
進
課
保
健
検
診
担
当
の
永
濱

管
理
栄
養
士
、
板
垣
管
理
栄
養
士
に
う
か
が

い
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
健
康
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
永
濱
管
理

栄
養
士
は
、「
足
利
市
は
、
塩
分
摂
取
量
が

多
い
と
い
う
こ
と
が
国
民
健
康
栄
養
調
査
の

結
果
か
ら
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
て
、
お
り
ひ
め
検
診
（
特
定
健
診
と
が
ん

検
診
の
複
合
検
診
）
を
受
け
た
国
保
加
入
者

を
対
象
に
『
推
定
1
日
塩
分
摂
取
量
・
排

泄
量
』
の
測
定
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

1
4
3
1
人
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お

り
ひ
め
検
診
に
お
け
る
結
果
説
明
の
待
ち
時

間
を
利
用
し
て
、
栄
養
士
に
よ
る
塩
分
過
剰

摂
取
に
関
す
る
説
明
・
教
育
も
実
施
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
市
民
の
塩
分
摂
取
量

の
削
減
に
向
け
て
前
向
き
に
事
業
に
取
り
組

む
熱
意
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
支
援

そ
の
他
の
健
康
づ
く
り
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
市
民
の
方
が
高
脂

血
症
予
防
の
『
翔
け
る
の
会
』
や
糖
尿
病
予

防
の
た
め
の
『
01
健
康
ラ
イ
フ
』
と
い
う
自

主
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
13

年
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
毎
年
自
主
グ
ル
ー

プ
内
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
活
動
し
て
お
り
、

市
で
は
料
理
教
室
や
医
師
の
講
話
な
ど
の
活

動
を
行
う
際
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と

続
け
ま
す
。

直
営
で
実
施
す
る
保
健
指
導
は
丁

寧
な
指
導
が
強
み

続
け
て
保
健
指
導
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
う
か
が
う
と
板
垣
管
理
栄
養
士
は
、「
足

利
市
は
直
営
で
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
直
営
で
実
施

す
る
こ
と
は
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
細
か
く

丁
寧
な
指
導
が
で
き
る
こ
と
が
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
か
ら
は
、
特
定
保
健

指
導
に
内
臓
脂
肪
測
定
器
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

数
値
の
変
化
が
目
に
見
え
る
形
で
分
か
り
や
す

い
た
め
非
常
に
好
評
で
す
」
と
話
す
一
方
、「
健

康
づ
く
り
は
一
方
通
行
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど

の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
指

導
に
つ
な
げ
て
い
く
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

足
利
市
で
は
、
さ
ら
に
特
定
保
健
指
導
の
該

当
者
を
対
象
に
、
医
師
に
よ
る
講
話
や
歯
周
病

な
ど
口
腔
に
関
す
る
歯
科
医
師
の
講
話
を
実
施

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
更
な
る
実
施
率
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

課
題
は
若
年
層
の
健
診
・
保
健
指

導
の
実
施
率

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
が
県
の

平
均
よ
り
低
く
、
特
に
40
～
50
代
男
性
の
受

診
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。
40
歳
に
な

る
前
か
ら
自
身
の
健
康
に
関
心
を
持
つ
こ
と

で
受
診
に
繋
が
る
よ
う
『
国
保
30
代
健
診
』

を
実
施
し
て
お
り
、
30
歳
、
35
歳
と
節
目
の

年
に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
は

40
歳
に
な
る
直
前
に
も
勧
奨
を
行
う
こ
と
で

更
な
る
意
識
付
け
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
へ
効
果
的
に
受
診

勧
奨
す
る
た
め
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
も
検

討
し
て
い
ま
す
」
と
将
来
を
見
通
し
た
先
進

的
な
取
り
組
み
か
ら
は
、
市
民
の
健
康
増
進

へ
の
想
い
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

課
題
や
問
題
点
改
善
に
向
け
て
前
向
き
に

取
り
組
む
足
利
市
。
市
民
が
健
や
か
で
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
日
々
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
取
材
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

健康増進課　永濱管理栄養士健康増進課　板垣管理栄養士塩分チェックシート

◎足利市の概況
平成28年度 平成29年度 平成30年度

総人口（人） １５０,８８８ １４９,７２０ １４８,１４５

総世帯数（世帯） ６６,０６３ ６６,４５８ ６６,６３３

国保被保険者

加入世帯数（世帯） ２４,６９０ ２３,７８８ ２２,７７１

被保険者数（人） ４０,５４４ ３８,２７０ ３６,０６３

被保険者加入率（％） ２６．９ ２５．６ ２４．３

保険料（税）
収納状況（現年分）

一人当たり調定額（円） ９２,０８４ ９２,４０９ ９０,２３６

収納率（％） ８９．５ ９０．３ ９０．７

一人当たりの療養諸費費用額（円） ３２１,８２１ ３２９,５７６ ３３０,４２２

特定健診・特定

保健指導の状況

特定健診受診率（％） ３５．５ ３５．９ ３５．７

特定保健指導実施率（％） 22.4 22.2 22.6

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」13



高
齢
社
会
と
フ
レ
イ
ル

 ―

④
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
気
付
き
と
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
適
正
介
入
に
よ
る
、介
護
予
防
・
介
護
政
策
の
転
換

東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
　
神
谷 

哲
朗
・
飯
島 

勝
矢

第4回第4回

特別寄稿特別寄稿

⒌　

フ
レ
イ
ル
が
重
度
化
し
た
段
階

に
お
い
て
の
対
応

「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）」
は
身
体
的
問
題
の
み

な
ら
ず
、
認
知
機
能
低
下
・
う
つ
状
態
、
独

居
な
ど
の
社
会
的
問
題
も
含
む
概
念
で
あ
り
、

徐
々
に
こ
の
フ
レ
イ
ル
と
い
う
中
間
的
な
段
階

が
進
行
し
、
要
支
援
、
要
介
護
状
態
に
陥
る
。

超
高
齢
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
わ
が
国

に
お
い
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
意
義
を
国
民
に

周
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
者
の
健

康
・
医
療
・
介
護
に
関
わ
る
す
べ
て
の
専
門
職

も
含
め
、
社
会
参
加
、
食
、
運
動
に
よ
る
フ
レ

イ
ル
の
一
次
予
防
並
び
に
、
フ
レ
イ
ル
が
重
度

化
し
た
段
階
に
お
い
て
の
対
応
の
重
要
性
を
認

識
す
る
段
階
が
近
づ
い
て
い
る
。

２
０
１
４
年
日
本
老
年
医
学
会
は
高
齢
者
が

要
介
護
状
態
に
な
る
前
段
階
を
「
フ
レ
イ
ル
」

と
名
付
け
、
食
事
や
運
動
に
よ
る
一
次
予
防
・

二
次
予
防
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
る
提
言
を
公

表
し
た
。「
フ
レ
イ
ル
」
は
要
介
護
に
陥
る
リ

ス
ク
が
高
い
状
態
で
あ
る
が
、
適
切
な
介
入
に

よ
っ
て
そ
の
予
防
や
自
立
へ
の
回
復
が
可
能
な

状
態
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
～
フ
レ
イ
ル
対

策
は
超
高
齢
社
会
の
わ
が
国
に
お
い
て
ま
ち
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

（
第
1
章
図
４
参
照
）。

こ
の
課
題
に
対
し
、
大
規
模
高
齢
者
コ
ホ
ー

ト
研
究
（
柏
ス
タ
デ
ィ
）
を
基
盤
と
し
フ
レ
イ

ル
早
期
発
見
／
予
防
を
目
的
と
し
た
包
括
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
（
以
下
Ｆ
Ｃ

と
記
す
）」
を
開
発
し
、
地
域
在
住
高
齢
者
を

対
象
と
し
、
令
和
元
年
度
末
ま
で
に
東
京
都
を

始
め
全
国
67
の
市
区
町
村
で
こ
の
Ｆ
Ｃ
事
業
が

始
ま
っ
て
き
た
（
図
１
）。

こ
の
Ｆ
Ｃ
は
養
成
さ
れ
た
市
民
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
（
地
域
元
気
シ
ニ
ア
主
体
）
が
中
心

と
な
り
、「
栄
養
/
口
腔
・
運
動
・
社
会
参
加

の
三
位
一
体
」
を
軸
と
し
て
、
集
い
の
場
を
気

づ
き
の
場
に
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｃ
参

加
者
の
89
％
が
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
回
答

し
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
94
％
が
「
や
り

が
い
を
感
じ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
活
動
で
あ

る
。
Ｆ
Ｃ
は
、
参
加
者
が
自
ら
の
フ
レ
イ
ル
の

状
態
に
気
づ
き
、
早
期
の
状
態
に
お
い
て
よ
り

よ
い
生
活
改
善
を
目
指
す
「
一
次
予
防
」
の
基

準
で
あ
り
、「
栄
養
（
食
、
口
腔
機
能
）」、「
運

動
」、「
社
会
参
加
」
と
い
う
フ
レ
イ
ル
予
防
に

関
す
る
重
要
な
要
素
を
学
び
、
三
位
一
体
型
で

取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
フ
レ
イ
ル
は

早
期
の
状
態
（
即
ち
、
Ｆ
Ｃ
で
赤
シ
ー
ル
の
割

合
が
少
な
い
段
階
）
で
は
、
地
域
の
様
々
な
健

康
づ
く
り
の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
本
人
の

行
動
変
容
を
促
し
、
赤
シ
ー
ル
を
１
枚
で
も
減

ら
し
て
健
康
な
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
領

域
で
あ
る
（
図
２
）。

し
か
し
、
Ｆ
Ｃ
で
赤
シ
ー
ル
の
割
合
が
増
加

し
て
き
た
段
階
（
個
人
の
フ
レ
イ
ル
が
進
行
し

て
き
た
段
階
）
で
は
、
日
常
生
活
の
中
で
老
い

衰
え
た
状
態
と
し
て
も
認
識
が
さ
れ
は
じ
め
、

徐
々
に
不
可
逆
的
な
虚
弱
状
態
に
陥
る
危
険
性

が
高
く
な
り
、
介
護
認
定
が
必
要
な
領
域
に
近

づ
い
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る（
図
３
）。

⑴
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
新
規
介
護
認
定

リ
ス
ク

全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｃ
活
動
に
お
い

て
、
一
定
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
出
て
き
て
い
る
。

図
４
は
柏
市
で
実
施
し
て
い
る
Ｆ
Ｃ
初
回
参
加

者
約
１
５
０
０
名
の
方
を
対
象
に
、
新
規
介
護

認
定
及
び
死
亡
者
と
の
関
係
を
示
し
た
結
果
で

あ
る
。
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
合
計
赤
シ
ー
ル

数
が
多
い
人
ほ
ど
、
要
支
援
・
要
介
護
の
新
規

認
定
や
亡
く
な
る
ハ
ザ
ー
ド
率
が
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
青
シ
ー
ル
数
17
枚

以
上
を
低
度
リ
ス
ク
群
と
設
定
す
る
と
、
青

シ
ー
ル
数
が
14
～
16
枚
の
中
度
リ
ス
ク
群
の
方

は
要
支
援
・
要
介
護
認
定
・
死
亡
に
対
す
る
危

険
度
が
１
・
５
倍
と
高
く
、
さ
ら
に
青
シ
ー
ル

数
が
13
枚
以
下
に
な
る
高
度
リ
ス
ク
群
で
は
要

支
援
・
要
介
護
・
死
亡
率
が
急
激
に
上
昇
し
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
・
死
亡
に
対
す
る
危
険

度
が
３
・
４
倍
と
高
値
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

千葉県 柏市、市原市、茂原市

福井県 坂井市、あわら市、池田町、永平寺町、越前町、鯖江
市、美浜町、福井市、小浜市、勝山市、越前市、南越前町、若
狭町、敦賀市、大野市、高浜町、おおい町

秋田県 鹿角市

鳥取県 境港市

東京都 西東京市、杉並区、江戸川区、国立市、
豊島区、文京区、板橋区、東村山市

石川県 金沢市

岐阜県 輪之内町、安八町、神戸町

沖縄諸島

兵庫県 神戸市 尼崎市

静岡県 静岡市、沼津市

山梨県 笛吹市、北杜市

和歌山県 紀の川市、かつらぎ町

沖縄県 北中城村

令和元年年度末までにフレイルチェック事業を実施済、或
いは計画している市区町村（計６７市区町村）

富山県 朝日町、南砺市

神奈川県 茅ヶ崎市、小田原市、厚木市、座間市、逗子市、藤
沢市、三浦市、湯河原町、平塚市、中井町、横須賀市、秦野市

徳島県 那賀町、三好市、藍住町

高知県 仁淀川町

令和元年８月現在

長野県 川上村、須坂市

福岡県 飯塚市、嘉麻市、上毛町

新潟県 新潟市

県主導

【図１】
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し
こ
の
高
度
リ
ス
ク
群
の
段
階
に
お
い
て
も
、

青
シ
ー
ル
数
が
１
つ
増
え
る
と
要
支
援
・
要
介

護
認
定
が
16
％
減
少
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
こ
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
継
続
参

加
し
て
い
る
高
齢
者
市
民
を
追
跡
し
て
み
る
と
、

青
シ
ー
ル
が
多
か
っ
た
参
加
者
は
そ
の
後
も
青

シ
ー
ル
数
を
維
持
し
、
少
な
か
っ
た
参
加
者
は

増
加
傾
向
、
リ
ピ
ー
タ
ー
市
民
の
72
％
が
フ
レ

イ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
よ
う
に

な
っ
た
等
の
意
識
変
容
を
促
す
こ
と
が
で
き
、

科
学
的
根
拠
を
も
っ
た
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て

き
た
。

赤
シ
ー
ル
が
多
く
フ
レ
イ
ル
状
態
に
あ
る
高

齢
者
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
は
限
ら
れ

て
お
り
、
地
域
に
よ
り
対
応
が
異
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
よ
り
高
齢
で
フ
レ
イ
ル
兆
候
の
多

い
参
加
住
民
（
身
体
的
フ
レ
イ
ル
だ
け
で
は
な

く
、
心
理
的
・
社
会
的
フ
レ
イ
ル
の
重
複
）
が

増
え
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
Ｆ
Ｃ

と
い
う
市
民
主
体
の
簡
易
評
価
に
よ
り
判
明
し

た
「
フ
レ
イ
ル
を
有
す
る
高
齢
者
」
が
必
要
な

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に
繋
げ
る
体
制
の
構

築
が
ま
ち
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
の
中
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
「
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
領

域
」
に
お
い
て
は
、
自
ら
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に

対
し
て
個
人
的
な
努
力
の
み
で
の
改
善
は
厳
し

く
、「
介
入
に
よ
り
健
常
な
状
態
に
戻
す
」
こ

と
で
可
逆
性
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領

域
で
あ
る
。

総
合
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
申
請
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用

す
る
流
れ
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
二
次
予

防
事
業
対
象
者
の
把
握
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
の
状
況
確
認
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
一

般
介
護
予
防
事
業
の
枠
組
み
に
対
し
て
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
評
価
項
目
で
は
、
そ
の
改

善
効
果
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。22
項
目
か
ら
な
る
Ｆ
Ｃ
は
、11
チ
ェ
ッ

ク
と
深
堀
チ
ェ
ッ
ク
の
二
本
立
て
で
構
成
さ
れ
、

11
チ
ェ
ッ
ク
は
本
人
自
身
の
主
観
的
健
康
観
、

深
堀
チ
ェ
ッ
ク
は
主
に
身
体
機
能
、
能
力
を
測

定
す
る
客
観
的
デ
ー
タ
か
ら
な
る
。
柏
市
で
の

知
見
は
、
新
規
介
護
認
定
者
で
は
、
赤
シ
ー
ル

が
８
枚
以
上
、
或
は
８
枚
に
達
し
て
い
な
い
段

階
に
お
い
て
も
、
椅
子
か
ら
の
片
足
立
ち
上
が

り
、
滑
舌
、
握
力
の
３
つ
の
項
目
で
赤
シ
ー
ル

が
あ
っ
た
場
合
を
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と

し
て
特
定
し
、
早
期
に
発
見
し
適
切
に
介
入
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
さ
せ
て
い
る
。

赤
シ
ー
ル
が
少
な
い
、
フ
レ
イ
ル
低
～
中
リ

ス
ク
領
域
に
お
い
て
は
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
領
域
と
し
て
、
民
間
事
業
者
や
地

域
サ
ロ
ン
な
ど
の
集
い
の
場
で
の
健
康
づ
く
り

に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
啓
発
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
、
フ
レ
イ
ル
高
リ
ス
ク
領
域
に
お

い
て
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
行

政
或
は
民
間
専
門
職
に
よ
る
個
別
介
入
を
介
し

て
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
健
康
な

状
態
の
期
間
を
延
伸
さ
せ
て
い
く
新
し
い
自
治

体
事
業
モ
デ
ル
（
フ
レ
イ
ル
予
防
を
含
め
た
介

護
予
防
政
策
体
系
、
―
可
逆
性
の
高
い
段
階
か

ら
の
戦
略
的
な
展
開
―
）
の
実
践
が
可
能
と

な
っ
て
き
た
（
図
５
）。

⑵
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
対
象
に
効
果
的

な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
体
制

フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
対
象
に
し
た

様
々
な
自
治
体
の
取
り
組
み
が
東
京
大
学
に
報

告
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

①
地
域
多
職
種
ケ
ア
会
議
等
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
、
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
対
象

に
匿
名
化
し
た
形
で
本
人
に
必
要
な
支
援

や
介
入
に
つ
い
て
討
議
し
、
そ
の
結
果
を

参
考
に
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か

ら
当
該
の
方
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
行

フレイル予防を含めた介護予防政策体系の確⽴
ー可逆性の⾼い段階からの戦略的な展開ー

介護予防
生活支援
社会参加

介護１．５次予防 二次予防

要支援
虚弱化の進
行

現在の介護予防・介護政策

総合事業

フレイルリスク保有者への
【ハイリスクアプローチ】

（保険者ごとの個別介入方式の
システム化、そして標準化）

フレイルチェック参加⼀般住⺠

介 護
要支援

店舗などに集まる高齢者
➡より多くの住⺠に参加

サロンに集まる高齢者
➡年齢、地域等計画的な展開へ

⺠間 自治体

iADL
/bADL
レベル

フレイルチェック
【赤シール増加者】
への個別対応

TypeⅢ

重度化

フレイルハイリスク者
赤シール8枚以上
（特に握⼒×・⽚⾜⽴ち×・滑⾆×）

【ポピュレーションアプローチ】
（市⺠啓発≒一般介護予防）

フレイルチェック
データ

（蓄積・追跡）

IADL
/ADL
レベル

介護（重症化）予
防

⾒える化

一般介護予防

TypeⅠ TypeⅡ

【図５】

８０代で赤シールの割合が８割に達する男性
（外観からもフレイルの兆候が見える）

同じ集いの場に参加する市民

どのくらいのリスクなのか？

【図３】

2017年11月22日 2019年1月9日

82歳女性（東京都〇〇市） 簡易チェックと総合チェックの推移
【図２】

【図４】
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動
変
容
を
促
す
取
り
組
み
（
鳥
取
県
Ｓ
市
）

②
包
括
保
健
師
が
中
心
と
な
り
、
フ
レ
イ
ル
予

防
会
議
を
設
け
、
作
業
療
法
士
、
理
学
療

法
士
、
運
動
指
導
士
、
栄
養
士
な
ど
専
門

職
が
連
携
し
な
が
ら
、
個
別
支
援
計
画
を

作
成
、
そ
こ
に
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者

本
人
も
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
、
フ
レ
イ

ル
対
策
に
向
け
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

い
、
介
護
予
防
の
精
度
を
高
め
る
取
り
組

み
（
岐
阜
県
Ａ
町
）

③
Ｆ
Ｃ
結
果
を
活
用
し
、
自
立
度
の
低
下
し

た
高
齢
者
を
対
象
に
自
宅
で
生
活
を
し

な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
し
た
食
生
活
の

実
現
を
目
指
し
た
多
職
種
協
働
に
よ
る

食
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
上
げ
、
管
理

栄
養
士
、
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
、
保

健
師
の
専
門
職
が
か
か
わ
り
、
参
加
者
に

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
助
言
を
行
っ
て
い
る

（
東
京
都
Ｈ
市
）

④
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
ミ
ニ
講
座
を
開
催

し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
自
ら
地
域
の
サ
ロ
ン
等
、

社
会
参
加
で
き
る
場
所
を
実
体
験
を
交
え

て
具
体
的
に
紹
介
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に

対
し
て
は
管
理
栄
養
士
、
歯
科
医
師
・
歯

科
衛
生
士
、
保
健
師
の
専
門
職
が
か
か
わ

り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
助
言
を
行
っ
て
い

る
（
東
京
都
Ｎ
市
）

⑤
要
フ
ォ
ロ
ー
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
為

に
看
護
師
2
名　

理
学
療
法
士
1
名
に
よ

る
「
ま
ち
の
相
談
室
」
を
設
け
電
話
ま
た

は
面
談
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
積
極
的

に
介
入
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
包
括

に
つ
な
げ
る
（
面
談
時
に
包
括
が
同
席
も

あ
り
）、
通
い
の
場
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

座
（
別
日
）
を
伝
え
て
参
加
を
促
す
（
東

京
都
Ｔ
区
）。

⑥
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
下
で
、
Ｆ
Ｃ
の
活
動
と

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活

動
・
社
会
参
加
の
促
進
と
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
連
動
さ
せ
、
保
健
事

業
と
の
一
体
的
な
実
施
に
向
け
て
の
取
組

み
（
沖
縄
県
Ｋ
村
）

⑶
フ
レ
イ
ル
段
階
に
応
じ
た
具
体
的
な
政
策
体

系
へ

フ
レ
イ
ル
予
防
を
基
軸
と
し
て
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
向
け
て

は
、
フ
レ
イ
ル
段
階
に
応
じ
た
具
体
的
な
政
策

と
し
て

①
低
リ
ス
ク
層
に
対
す
る
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化

②
中
リ
ス
ク
層
に
対
す
る
意
識
変
容
・
行
動
変

容
に
向
け
た
既
存
事
業
へ
の
誘
導

③
高
リ
ス
ク
層
に
対
す
る
フ
レ
イ
ル
の
実
質
的

改
善
に
向
け
た
積
極
的
包
括
的
介
入
が
地

域
に
根
付
く
こ
と
が
、
今
後
の
政
策
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
或
は
、
専
門
職
が
Ｆ

Ｃ
の
結
果
を
活
用
す
る
こ
と
で
参
加
者
の
気
付

き
と
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
適
正
介
入

へ
の
誘
導
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の

仕
組
み
を
活
用
し
て
新
し
い
介
護
予
防
政
策
に

転
換
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

多
く
の
改
善
成
果
は
、
総
合
事
業
に
よ
る
生
活

神
かみ

谷
や

 哲
てつ

朗
ろう

東京大学　高齢社会総合研究機構
特任研究員　

岐阜県関市出身。静岡大学理学部修士課程を経て1982
年に花王入社。花王では研究開発部門、マーケッティング
部門でトイレタリー商品開発、化粧品開発を担当。2012
年7月退職し、同年8月から東京大学高齢社会総合研究機構

の特任研究員として従事。東京大学では、元厚生労働事務次官の辻哲夫教授、当
機構の飯島勝矢教授の下で、地域包括ケアのモデル事業の柏プロジェクトに参画
し、高齢者の健康づくり、フレイル予防、生活支援サービス、在宅ケアの在り方、
在宅医療関係の研究と東京大学の産学連携プロジェクトの一つである“ヘルスケ
アネットワーク”で高齢社会における産・官・学・民共同研究を担当。
宇都宮市在住。
近著：「地域包括ケアのまちづくりとコンパクトシティに向けての提言」（山口幹

幸編著「コンパクトシティ」を問う（プログレス））

プロフィール 

医師　医学博士
東京大学 高齢社会総合研究機構　教授飯

いい

島
じま

 勝
かつ

矢
や

1990年 東京慈恵会医科大学 卒業、千葉大学医学部附属病院
循環器内科 入局、東京大学大学院医学系研究科加齢医学講座 助手、
同講師、米国スタンフォード大学医学部研究員を経て、2016年
より現職の東京大学高齢社会総合研究機構教授。

内閣府「一億総活躍国民会議」有識者民間議員、厚生労働省「高齢者の保健事業と介
護予防の一体的な実施に関する有識者会議」構成員、厚生労働省「全国在宅医療会議」
構成員。専門は老年医学、老年学（ジェロントロジー：総合老年学）。特に、健康長寿
実現に向けた超高齢社会のまちづくり、地域包括ケアシステム構築、フレイル予防研究、
在宅医療介護連携推進と多職種連携教育、大学卒前教育。
近著：「老いることの意味を問い直す 〜フレイルに立ち向かう〜」（クリエイツかもが

わ）、「東大が調べてわかった衰えない人の生活習慣」（KADOKAWA）、「健康長
寿　鍵は“フレイル”予防 〜自分でできる３つのツボ〜」（クリエイツかもがわ）

プロフィール 

支
援
の
取
組
み
や
、
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に

捉
え
た
連
携
事
業
に
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

健
康
づ
く
り
や
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
は
、
そ

の
活
動
の
効
果
が
健
康
保
険
や
介
護
保
険
デ
ー

タ
に
反
映
さ
れ
る
ま
で
に
は
５
～
10
年
、
或
は

そ
れ
以
上
の
年
月
を
要
す
る
が
、
Ｆ
Ｃ
を
受
け

た
対
象
者
（
中
～
重
度
リ
ス
ク
者
）
に
対
す
る

フ
レ
イ
ル
予
防
介
入
（
食
支
援
、
社
会
参
加
支

援
、
運
動
支
援
な
ど
）
の
内
容
が
個
人
毎
に
適

正
に
記
録
さ
れ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
即
ち
自
立

す
る
期
間
を
延
ば
す
こ
と
に
成
功
す
れ
ば
、
比

較
的
短
期
間
で
当
該
地
域
の
介
護
認
定
数
或
は

重
度
化
を
抑
制
す
る
等
の
成
果
報
告
に
繋
げ
る

こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
く
る
。

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
保
険
外
フ
レ
イ
ル
予
防
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
と
フ
レ
イ
ル
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
対
象
に
し

た
公
的
な
介
入
を
含
め
て
、
広
い
視
野
で
誰

も
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
、
或
は
享
受

で
き
る
こ
と
が
地
域
社
会
の
重
要
課
題
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
日
本
各
地
で
始
ま
っ
た
フ
レ

イ
ル
予
防
を
基
軸
と
し
た
新
し
い
介
護
予
防

政
策
は
、
地
域
の
豊
か
な
人
間
関
係
と
市
民

活
動
の
好
循
環
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
）

構
築
の
源
泉
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
将
来
の
介
護
給
付
費
や
介
護
保
険

料
の
増
大
を
抑
制
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、

医
療
、
介
護
給
付
の
適
正
化
、
持
続
可
能
な

介
護
保
険
制
度
の
構
築
に
資
す
る
も
の
と
確

信
し
て
い
る
。
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上半身・下半身の筋力をリズムに合わせて鍛えていきます。

リハビリ講師による体操指導もあります。

重りをつけることで、体操の効果も高まります。 体操後にはみんなでほっと一息。

定期的な体力測定も行っています。

いつまでもいきいき百歳
健康体操 【那須塩原市】

保険者
だより

那須塩原市では、高齢者が要支援・要介護状態になることを早期に予防しようと、地域住民が自発的かつ主体的に運
営する「介護予防のための通いの場」において、いきいき百歳体操を勧めています。その活動が住民同士の見守りの場、
相互支援の場となり、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも自立した生活を送れるよう、市として支援しています。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」17



栃木県内で活躍しているプロスポーツ選手から健康
な体作りの秘訣や心構えを学んでいきます。今回は、
Ｈ.Ｃ.栃木日光アイスバックス所属、日本代表選手で
もあります寺尾裕道選手にお話をうかがいました。

〇出 身 地：栃木県日光市
〇生年月日：1989年6月15日 　〇身長／体重：173cm 80kg
〇ホッケー履歴：駒澤大学付属苫小牧高校→早稲田大学→王子イーグルス

� ※写真提供：アイスバックス

プロスポーツ選手から
健康を学ぶ!

寺尾 裕道TERAO HIROMICHI

53　ＦＷ

―
―
―
早
速
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
の
解

消
法
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
は
あ
り
ま

す
か
？

家
族
と
過
ご
し
た
り
、
自
分
の
好
き
な
時
間

を
過
ご
し
た
り
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
メ
ン
タ
ル
の
部
分
が
プ
レ
ー

に
影
響
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
道
に
努
力
し
て
き
た
今
ま
で

の
自
分
を
信
じ
、
一
歩
一
歩
困
難
を
乗
り

越
え
て
い
っ
た
経
験
に
よ
り
、
今
は
メ
ン

タ
ル
も
強
く
な
り
プ
レ
ー
の
質
も
上
が
り

ま
し
た
。

―
―
―
続
け
て
、
食
事
の
面
で
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
脂
質
を
抑
え
、
高
タ
ン

パ
ク
の
も
の
を
食
事
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
食
事
で
全
て
の
栄
養
素
が
摂
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や

健
康
補
助
食
品
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
食
事
を
意
識
し
た
結
果
体
へ
の

変
化
を
感
じ
ま
す
か
？

筋
肉
の
付
き
方
や
質
が
か
な
り
変
わ
り
ま

し
た
。
去
年
と
比
べ
て
体
重
が
減
り
、
あ
き

ら
か
に
体
の
キ
レ
や
体
力
が
増
し
ま
し
た
。

体
の
調
子
は
非
常
に
良
い
状
態
で
す
。
し
か

し
、（
体
重
が
）
軽
く
な
っ
た
た
め
に
、
競

り
負
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
デ
メ
リ
ッ

ト
も
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
―
筋
ト
レ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

実
践
し
て
い
る
の
で
す
か
？

用
意
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
、
ベ

ン
チ
プ
レ
ス
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
体
幹
な
ど

基
礎
的
な
も
の
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
見
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
な
ど
を
参
考
に
し
て
編
み
出
し
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー
も
実
践
し
て
い

ま
す
。

―
―
―
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
際
に
意

識
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

実
際
の
試
合
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
必
要
な
筋

肉
は
ど
こ
な
の
か
を
日
々
考
え
な
が
ら
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
瞬
発
力
の
あ
る
動
き

が
重
要
な
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
速
筋
を
意
識

し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
脚
力
が
一
番
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
身
に
力
を
伝
え
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
下
半
身
を
し
っ
か
り
鍛
え
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
上
半
身
を
鍛
え
る
よ
う
に
も

意
識
し
て
い
ま
す
。

身
体
は
年
齢
と
と
も
に
確
実
に
衰
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
1
年
で
も
多
く
ベ
ス
ト
な
状

態
で
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
、
3
年
後
、
5
年

後
を
見
据
え
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
、
一
生
体
を
鍛
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け

て
い
く
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か
？

漠
然
と
し
た
目
標
で
は
な
く
、
身
近
で

明
確
な
も
の
を
目
標
と
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
僕
の
場
合
は
、
直
近
に
あ
る
試

合
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
い
ま
す
。「
こ
う
な
り
た
い
自

分
」
を
し
っ
か
り
イ
メ
ー
ジ
し
、
自
分
に

合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
す
る
こ
と

が
、
続
け
て
い
く
う
え
で
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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第87回全日本アイスホッケー選手権大会で優勝しました！

―
―
―
試
合
の
前
日
な
ど
特
別
に
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？　

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
決
め
て
し
ま
う
と
、
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
が
起
き
た
時
に
生
活
リ

ズ
ム
が
乱
れ
て
し
ま
う
の
で
特
別
な
こ
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
普
段
通
り
に
過
ご
す
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
一
歩
リ
ン
ク
に
足

を
踏
み
入
れ
た
ら
試
合
へ
気
持
ち
を
切
り
替

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
か
？

試
合
前
、
試
合
後
は
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、

し
っ
か
り
ア
イ
シ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
ケ
ア

を
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、「
怪
我
を
し
な
い
体
を
作
っ
て
か
ら

ホ
ッ
ケ
ー
に
活
き
る
筋
肉
を
付
け
て
い
く
」
と

い
う
の
が
、
僕
の
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
の
や
り

方
な
の
で
す
が
、
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
か
大

き
な
怪
我
と
い
う
の
は
あ
ま
り
し
な
い
で
す
ね
。

―
―
―
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
激
し
い
動

き
の
中
で
、
さ
ら
に
道
具
（
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
ど
）
を
扱
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、

や
は
り
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
で
な
い
と
怪

我
な
ど
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

間
違
っ
た
フ
ォ
ー
ム
で
続
け
て
い
る
と
当

然
怪
我
な
ど
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
い
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
基
礎
は
本
当
に
大
切
で
す
。

現
在
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
カ
ー
ボ
ン
が
主
流

で
す
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
で
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を

や
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
は
、
最
初
は
ぜ

ひ
木
製
の
も
の
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
個
人
的

に
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
も
、
父
の
教
え
も
あ

り
最
初
は
木
製
の
も
の
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

木
製
は
扱
い
が
難
し
い
反
面
、
パ
ッ
ク
の
感

覚
な
ど
も
伝
わ
り
や
す
く
正
し
い
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
使
い
方
を
考
え
な
が
ら
覚
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
子
供
の
内
か
ら
基
礎
を
し
っ
か

り
と
覚
え
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

―
―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は

最
後
に
、
読
者
に
向
け
て
一
言
お
ね
が

い
し
ま
す
。

健
康
で
い
る
こ
と
が
人
生
の
中
で
1
番
大

切
で
す
。
自
分
が
年
齢
を
重
ね
た
時
に
健
康

で
あ
り
た
い
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

日
々
の
食
生
活
か
ら
気
を
付
け
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
少
し
で
も
食
生
活

を
意
識
す
る
こ
と
で
、
将
来
健
康
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、「
人

生
1
0
0
年
」
も
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
皆
様
の
応
援
の
お
か
げ
で
、
全
日

本
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
い
る
選
手
を
中
心
に
、
日
光

ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
常

勝
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
で
、
応
援

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
！
ぜ

ひ
練
習
や
試
合
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

以
上
、
Ｈ
．
Ｃ
．
栃
木
日
光
ア
イ
ス

バ
ッ
ク
ス
の
寺
尾
裕
道
選
手
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
し
た
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し

て
、
普
段
実
践
し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

心
構
え
な
ど
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
大

変
勉
強
と
な
っ
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。
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健康長寿のまちづくり推進事業
〇目的は、町民一人ひとりが健康で自立した生活を送れる

地区組織・ボランティア団体と共同した健康づくり

み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大
学

〇
目
的
は
健
康
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

町
と
獨
協
医
科
大
学
の
共
同
研
究

〇
目
的
は
健
康
寿
命
の
延
伸

健
康
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

〇
健
康
大
学
修
了
生

〇
食
生
活
改
善
推
進
員

〇
保
健
委
員

〇介護・医療・
特定健診等の
データの分析

〇壬生町の健康
課題の明確化

〇町民対象に、
健康づくり講
演会等の企画
と実施

〇地域における
ラジオ体操の
実施

〈今年度以降〉

〇健康リーダー
による健康新
聞の作成

〇共同研究の結
果を活用した
自治会単位の
健康教室のま
とめ役的活動

◆
壬
生
町
の
概
要

東
京
か
ら
90
㎞
、
い
わ
ゆ
る
首
都
圏
に
あ

る
壬
生
町
は
、
栃
木
県
の
県
央
南
部
、
宇
都

宮
市
の
南
隣
に
位
置
し
、
お
よ
そ
４
万
人

の
人
口
を
擁
し
て
い
ま
す
。
町
の
西
境
を
思

川
、
中
央
部
を
黒
川
、
東
境
沿
い
を
姿
川
が

流
れ
て
お
り
、
肥
沃
な
関
東
平
野
の
北
部
に

当
た
る
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形
で
、
海
抜
は
50
～

1
0
0
ｍ
で
す
。
近
年
で
は
、み
ぶ
ハ
イ
ウ
ェ

イ
パ
ー
ク
み
ら
い
館
の
オ
ー
プ
ン
、
北
関
東

自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
伴
い
さ
ら
に
周
辺

は
賑
わ
い
を
見
せ
、
安
塚
駅
西
線
開
通
、
お

も
ち
ゃ
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、

そ
し
て
、
み
ぶ
羽
生
田
産
業
団
地
の
分
譲
完

了
な
ど
、
調
和
の
あ
る
発
展
を
目
標
に
「
子

育
て
・
健
康
・
壬
力
が
キ
ラ
リ
幸
せ
実
感
住

み
よ
い
〝
壬
生
町
〟」
を
目
指
し
、
一
歩
一
歩

着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
壬
生
町
の
高
齢
化
率
お
よ
び
健
康

寿
命

壬
生
町
の
人
口
は
、
将
来
的
に
緩
や
か
に

減
少
し
、
2
0
2
0
年
の
高
齢
化
率
は
29
・

1
％
、
2
0
2
5
年
は
30
・
6
％
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
健
康
寿
命
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
に
お
い
て
は
男
性
78
・
99
歳

（
県
内
12
位
）
女
性
83
・
94
歳
（
県
内
5
位
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
は
じ
ま
り

壬
生
町
と
獨
協
医
科
大
学
が
『
町
民
の
健

康
、
医
学
・
医
療
の
発
展
』
を
テ
ー
マ
と
し
て

連
携
を
図
り
、
健
康
・
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
講

座
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
広
く
貢
献
し
、

『
町
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
医
療
最

先
端
の
町
づ
く
り
』
を
め
ざ
し
た
協
力
を
目
的

と
し
て
、
平
成
25
年
度
に
「
壬
生
町
と
獨
協
医

科
大
学
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
締

結
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
始

ま
っ
た
の
が
、『
み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大
学
』

で
あ
り
、
住
民
に
身
近
な
日
常
の
病
気
の
予
防

や
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
健
康

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

◆
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
の
中
で
の
位
置
づ
け

壬
生
町
の
健
康
寿
命
は
全
国
的
に
も
低
い

状
況
に
あ
り
、
介
護
保
険
事
業
費
や
医
療
費

の
増
大
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ

こ
で
、
当
町
の
健
康
課
題
を
探
り
、
そ
の
問

題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

町
民
一
人
一
人
が
自
分
自
身
で
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
病
気
の
予
防
を
実
施
し
、
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
と
三
本
の

柱
を
基
本
と
し
た
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

三
本
柱
の
う
ち
の
一
つ
が
、
健
康
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
目
的
と
し
た
「
み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健

康
大
学
」
で
す
。
そ
し
て
、
み
ぶ
ま
ち
・
獨

協
健
康
大
学
修
了
生
を
健
康
リ
ー
ダ
ー
と
し
、

保
健
委
員
や
食
生
活
改
善
推
進
員
等
の
既
存

の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
団
体
と

と
も
に
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
中
心

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
人
材
を
育
成
し
ま

保健師
活動報告

壬
生
町
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
　
保
健
師
　
粂
川 

彩
佑
美

み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大
学

             ―

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て―
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す
。
ま
た
、
壬
生
町
と
獨
協
医
科
大
学
公
衆

衛
生
学
講
座
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
壬

生
町
の
介
護
や
医
療
と
特
定
健
診
等
の
デ
ー

タ
分
析
と
塩
分
濃
度
の
検
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
健
康
課
題
の
明
確
化
を
図
り
ま

す
。
こ
の
三
本
柱
を
も
と
に
、
地
域
共
同
で

健
康
づ
く
り
を
実
施
し
、
壬
生
町
の
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
指
そ
う
と
い
う
の
が
健
康
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
で
す
。

◆
活
動
概
要

み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大
学
は
平
成
25
年
度

よ
り
始
ま
り
、
今
年
度
で
7
年
目
と
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
は
獨
協
医

科
大
学
の
公
開
講
座
の
ほ
か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

と
救
急
講
話
や
、
壬
生
の
医
学
史
、
認
知
症
や

糖
尿
病
、
在
宅
医
療
等
に
つ
い
て
の
講
座
が
開

か
れ
約
１
４
０
名
の
方
が
終
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
修

了
生
の
活
動
報
告
会
と
い
う
形
で
実
施
し
、
地

域
活
動
の
報
告
や
健
康
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
共
同
研
究
の
中
間
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
し
て
い
る
健
康
法
や
健

康
長
寿
の
た
め
に
は
何
が
大
切
か
等
、
大
変
有

意
義
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
を
注
意

し
た
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

何
事
も
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分

か
っ
た
、
日
ご
ろ
の
運
動
や
社
会
参
加
を
継
続

す
る
こ
と
が
重
要
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
が
少
な
く
残
念
、
多
く
の
人
が
参

加
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
等
の

課
題
も
上
が
り
ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健

康
大
学
活
動
報
告
会
に
つ
い
て

令
和
２
年
２
月
14
日
（
金
）
に
獨
協
医
科

大
学
創
立
30
周
年
記
念
館
関
湊
記
念
ホ
ー
ル

に
て
令
和
元
年
度
み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大

学
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
獨
協
健

康
大
学
公
衆
衛
生
学
講
座
の
教
授
及
び
准
教

授
か
ら
、
町
と
の
共
同
研
究
の
中
間
発
表
が

行
わ
れ
、
健
康
寿
命
延
伸
の
鍵
に
つ
い
て
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
大
学
修
了
生
の
代
表
者
三
名
が
、

教
授
及
び
准
教
授
と
「
私
の
考
え
る
健
康
法
」

◆
今
後
の
展
望

令
和
2
年
度
は
み
ぶ
ま
ち
・
獨
協
健
康
大

学
―
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編
―
と
題
し
、

獨
協
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
講
座
と
の
分
析
を

も
と
に
、
公
衆
衛
生
学
講
座
の
先
生
と
共
に
、

健
康
リ
ー
ダ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
た
自
治
会
単

位
の
健
康
教
室
を
検
討
中
で
す
。
併
せ
て
、
健

康
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
向
け
て
、
健
康
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
住
民

が
よ
り
主
体
的
に
健
康
に
関
す
る
知
識
を
得
な

が
ら
、
健
康
行
動
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和元年度みぶまち・獨協健康大学活動報告会での共同研究中間発表の講
話の様子

令和元年度みぶまち・獨協健康大学活動報告会での修了生代表によるパネ
ルディスカッションの様子

みぶまち・獨協健康大学学長である小菅一弥壬生町長、副学長である吉田
謙一郎獨協医科大学学長より講評をいただいている様子
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ただ い ま こ く ほ 最前 線
バナナジュースが気になっています！

高根沢町に道の駅がオープンしますよー！

小
こ

堀
ぼり

 仁
じん

也
や

国保経験年数
    １年

国保経験年数
    １年

【私の街自慢】　
　自然が豊かで、美しい川が市内に多くあります。特に私のおすすめは、
三依地区を流れる男鹿川です。水の透明度がとても高い美しい川の流れ
に癒されますし、夏は涼しく爽やかに過ごすことができます。ぜひ遊び
に来てください。
【趣味・特技】
　断捨離が最近の趣味です。物が少ないと掃除が楽になり気持ちよく過
ごせます。
【健康法・ストレス解消法】
　日光浴をすること、川で遊ぶことです。裸足で川に入ると足つぼマッ
サージ効果もあり健康的です！
【国保事務を担当しての感想・意見など】
　国保事務を担当して1年が経ちますが、未だに分からないことが多く、
周りの方々に支えられながら業務に励んでいます。これからも知識を深
められるよう努力していきたいと思います。　

【最近気になること】
　庁舎内に市内の障がい者就労支援施設が運営しているカフェがあり、いちごミルクタピオカがとても美味しい
のですが週に1回のペースで飲んでいたところ少し飽きてしまいました。次はバナナジュースが流行するらしいの
で、新メニューで登場するのかどうか気になっています。

【私の街自慢】
今年、高根沢町の温泉施設「元気あっぷむら」が、道の駅としてリニュー

アルオープンします！また、昨年は天皇陛下の即位に伴い行われた「大
嘗祭」に、町内産のお米「とちぎの星」が献上されました。ぜひ、新し
い温泉と美味しいお米を味わいに来てください。
【趣味・特技】

動画配信サイトで６名の男女がシェアハウスする様子を記録したリア
リティ番組を観ることが生き甲斐です。おすすめです。
【健康法・ストレス解消法】

過去に健康診断で脂質が高かったことがあり、病院の先生に「加齢と
共に代謝が落ちるから学生時代と同じ量を食べてはいけない」と注意を
受けました。それ以来、食事の質や量に気を遣っています。
【国保事務を担当しての感想・意見など】

難しいというのが正直な感想ですが、自分を成長させるチャンスだと
思って勉強します。関係機関の皆様にもご迷惑をおかけすることもある
かと思いますが、何卒よろしくお願いします。
【最近気になること】

ＰＣやスマホの使い過ぎのためか眼精疲労のようなものを感じるので、ヘッドスパに行ってみたいです。

日光市市民環境部保険年金課
医療給付・年金係　主事

高根沢町住民課
保険年金係　主任主事

髙
たか

橋
はし

 茉
ま

帆
ほ

ビュッフェランチ

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 22



ランチは新鮮野菜が食べ放題
ランチにうかがいビュッフェランチ

を注文しました。メニューは7種類の

野菜のサラダバー、10種類の創作

料理、十四穀米、バケット、フ

ルーツが食べ放題となってい

ます。たっぷりの有機野菜や

珍しい野菜、こだわりの創作料

理などを堪能できる贅沢なラン

チでした。メニューは週替

わりとなっているため、

毎週食飽きずに新鮮な

野菜を楽しむことがで

きます。

栄養満点のスムー
ジーも人気

料理のほかに、野菜や果物の栄養をお手軽に摂れるカラフルスムージーも

非常に人気です。メニューは6種類で、グリーンスムージー（小松菜・バナナ・

リンゴ）やイエロースムージー

（パプリカ・パイン・リンゴ・豆乳）などがあります。

また、材料の豆乳はオーガニック成分無調整のも

のを使用しています。

ランチだけではなくディナーでも野菜を豊富に

使った料理をいただくことができます。ぜひ珍し

い野菜や新鮮な野菜の味を楽しむために足を運ん

でみてはいかがでしょうか。

菜七彩

東武伊勢崎線

東
武
伊
勢
崎
線

今井病院●●早稲田ゼミ
　足利南校　

門田稲荷神社
●

足利市駅

293

38

SHOP DATA
お 店 情 報

平日1,200円（税抜）

土日祝1,500円（税抜）

ビュッフェランチ

ヘルシークルメ
今回紹介するのは、足利市の八幡山古墳群の東にある『菜七彩―なないろ―』。栃木県

が進める「健康長寿とちぎづくり」のヘルシーグルメ推進店でもあるこちらのお店では栄
養満点の有機野菜や創作料理を味わうことができます。

住 所／	326-0824　栃木県足利市八幡町 1-21-4 丸山ビル１
	 ☎ 0284-22-8776
営業時間／	ランチ　　 11：00 ～ 14：00（L.O 13：00）
	 カフェ　　 14：00 ～ 18：00
	 ディナー　 18：00 ～ 22：00（L.O 21：00）
定 休 日／	火曜・月 1 回月曜日不定休

有機野菜と創作料理 菜七彩―なないろ―

スムージーはテイクアウトも可！

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」23



編集者	 髙橋　郁夫
発行者	 栃木県国民健康保険団体連合会
	 〒320-0033　宇都宮市本町3番9号
	 ☎028-622-7242
編 集	 伴印刷株式会社
	 〒320-0024　宇都宮市栄町6番10号
	 ☎028-622-8901 ／ FAX 028-622-4525

木栃 保国の
VoL.70　2020.3/Spring

国保連合会からのお知らせ

編
集
後
記

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
１
年

間
無
事
に
機
関
誌
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
記
事
を
充
実
さ
せ
、
読

み
や
す
く
、
そ
し
て
魅
力
あ
る
機
関

誌
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
Ｏ
・
Ｔ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
本
会
主
催
の
研

修
会
等
を
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
今
回
は
リ

ポ
ー
ト
記
事
の
掲
載
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

特定健診受診率向上啓発用ポスターを作成・配付しました！

本県の特定健診受診率向上を支援するため、被保険者へ特定健診の
受診を啓発するポスターを作成し、保険者へ配付しました。
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